
i-Construction施策の動向
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ICT活用工事の実施状況

直轄工事におけるＩＣＴ活用工事の受注実績分析
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中小企業等におけるICT活用拡大に向けた取組

＜国土交通省のＩＣＴ活用工事の取組み＞
●普及拡大のため当初は５つの施工プロセス全てでICTを活用することからスタート。

●近年は持続的な普及拡大のため、自治体に合わせた実施要領の策定の推進や、施工
環境に合わせた手法の選択（簡易型ICT活用工事）の策定などを行っている。
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簡易型の導入状況

簡易型ＩＣＴ活用工事（R3年度も継続）
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賛成‼

ICT活用工事に関する要領類には、適した技術、適した範囲への活用ができるように記載されている。
ICTを無理やり活用するのではなく、生産性向上ができる技術、手法を選択することが大切。

賛成‼ 反対‼生産性向上となるICT活用 無理なICT活用

３次元起工測量において例

【他には】

・すぐ作業に入る必要がある（面計測するために
は伐採・除草等が必要になり時間を要するため）
・狭隘な現場

・広くなく、起伏の少ない現場

・伐採・伐根ができない（斜面崩壊の危険性）

工期に余裕
がないのに
どうしよう…

このようなときは・・・

出来形管理においても、
非効率であれば断面管
理及び変化点の計測によ

る測量が選択可能

簡易型ＩＣＴ活用工事（R3年度も継続）
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賛成‼

無理なICT活用は不要。従来からある技術でも目的達成できる！！

取得した３次元座標点を TINデータ化（=３次元起工測量）

※管理断面を計測した結果でも可能

変化点の座標を取得
身近な
TSを使用

ポイント1 簡便なＩＣＴの利用を認める

簡易型ＩＣＴ活用工事（R3年度も継続）
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高速道路（=ICT活用工事）と一般道路（=従来工事）と考えると…。

目的地に到達するため（＝工事を完成させるため）
どのようなルート・手段を選ぶかは利用者（＝施工者）の自由。

＜ルート＞（＝施工計画）
目的地への向かい方には、利用者の状況によって多くの選択肢がある。
⇒料金は発生しても時間短縮のため高速道路を使う。
⇒時間に余裕があるため一般道路を使う。
⇒ある程度時間も短縮し、コストも抑えたいため、一般道路と高速道路を併用する。

＜手段＞（＝実施体制、使用する機械・機器類）
どのような体制で実施し、機能を利用するのか。
⇒自家用車かレンタカーか。
⇒カーナビあり・なし。
⇒運転支援装置のあり・なし。
⇒ETCあり・なし。

ICTを使うこと・導入すること
が目的ではない

ICTは目的達成や課題改善のため
の選択肢のひとつ

ポイント2 施工計画の柔軟な変更が可能に

簡易型ＩＣＴ活用工事（R3年度も継続）
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賛成‼

ICT技術導入≠生産性向上（単にICT技術を導入しても生産性向上できるとは限らない）

ICT活用工事実施≠目的（ICT活用工事を実施する自体が目的となっていないか？）

ICT技術を使えばどのような現場でも効果が得られるわけではない。
現場環境や施工条件によっては、ICT技術の活用がかえって非効率となる場合もある。

ICT活用で効率化
するところだけに

適用する

ICT建機の能力を
最適な場面で

活かす

簡易型ＩＣＴ活用工事（R3年度も継続）

ポイント2 施工計画の柔軟な変更が可能に
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i-Construction関連要領について

ＩＣＴ活用工事 適用工種

土工 舗装工事 河川浚渫工事

アスファルト舗装盛土工

コンクリート舗装掘削工

バックホウ浚渫船

ＡＢ共通
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ＩＣＴ活用工事 適用工種

地盤改良工

浅層・中層混合処理 深層混合処理

付帯構造物設置工

法面工 舗装工（修繕工）

切削オーバーレイ吹付け、法枠工

ＡＢ共通
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ＩＣＴ活用工事 適用技術

地上型レーザースキャナー

音響測深機器 ＩＣT建機の施工履歴データ

無人航空機を用いた
空中写真測量

無人航空機搭載型
レーザースキャナー

地上移動体搭載型
レーザースキャナー

上記の他、ＴＳ，ＴＳ（ノンプリズム方式）、ＴＳ等光波方式、
ＲＴＫ－ＧＮＳＳ、ステレオ写真測量がある

ＡＢ共通
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出来形計測の効率化を検討効率化及び緻密化 PC上で寸法計測
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橋脚周辺部を含めた
点群データの取得
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【ICT構造物工（橋脚・橋台）】
・3次元計測技術を用いることで、広範囲に計測が行えるため、計測作業の効率化
・高所での計測作業の省力化による作業の安全性向上
・出来形・出来高を点群等電子データを利用してデスクトップ上で安全・迅速に実施
・R3年度に各地整で試行し、試行結果を踏まえて出来形管理要領としてとりまとめ、R4年度から本格導入する。

・ＩＣＴ施工工種拡大に伴い策定した基準
3次元計測技術を用いた出来形管理要領（橋脚・橋台編 試行編）
3次元計測技術を用いた出来形管理の監督・検査要領（橋脚・橋台編）

起
工
測
量
実
施

契
約
図
書
照
査

３
Ｄ
設
計
に
よ
る
発
注

ＩＣＴ構造物工（橋脚・橋台）※フローで囲みがないものは従来手法を想定

〇起工計測にﾚｰｻﾞｽｷｬﾅやUAV等を活用

・広範囲に計測が可能
〇出来形・出来高計測はﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ、ノンプリＴＳ等を活用
〇計測データを活用して、デスクトップ上で計測を実施

従来施工
（高所での測量)

TLSで点群測量 PC上で寸法計測

ICT活用工種の拡大 ICT構造物工（橋脚・橋台）

書面を電子化
して検査
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・点群データを用いた構造物の位置
および出来形管理を試行し検証

・面管理で取得できる写真データを活
用したひび割れ調査を試行し検証

Ｒ３年度に試行を実施

・３次元出来形計測費用と従
来の出来形管理費用との
比較検証

・面管理による出来形管理
の更なる効率化や維持管
理への活用を検証

ICT構造物工（橋脚・橋台）のR3年度試行内容について
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Ｒ２年度中の整備を予定

※従来施工の締固め機械はﾏｶﾀﾞﾑﾛｰﾗ及びﾀｲﾔﾛｰﾗ
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【ICT路盤工（加速度応答による密度管理）】

・締固め密度を面的に把握することによる品質の向上
・現場密度試験（砂置換法）の省略による試験・分析作業の効率化
・R3年度に各地整で試行し、試行結果を踏まえて品質管理要領としてとりまとめ、R4年度から本格導入する。

・ＩＣＴ施工工種拡大に伴い策定した基準
加速度応答法を用いた路盤の締固め管理試行要領（案）
加速度応答法を用いた路盤の締固め管理の監督・検査試行要領（案）

ICT活用工種の拡大 ICT路盤工（加速度応答による密度管理）

ＩＣＴ路盤工（加速度応答による密度管理）

品
質
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理
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上層路盤（繰り返し）

GNSS受信機

加速度応答値のリアルタイム表示

加速度計

GNSSアンテナ
〇振動ローラに取付た加速度計により路盤の密度を計測
〇面的に路盤の密度管理でき品質が向上

（従来施工）
砂置換による密度管理（部分的な管理） （ICT施工）加速度応答値による密度管理（面管理）

Ｒ３年度に試行を実施

・加速度応答法の密度計測精度（路
盤材・現場条件別に検証）
・品質管理規格値（面管理）の検討
・計測効率やコストの確認
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ICT活用工種の拡大 ICT海上地盤改良工（床堀工・置換工）

〇マルチビームソナーによ
る3次元起工測量

○３次元測量デー
タによる施工数
量の算出

【ICT海上地盤改良工（床堀工・置換工）】

・3次元測量により正確な施工数量を算出
・施工中の可視化によりリアルタイムで施工位置や出来形が把握できるため施工が効率化
・3次元測量データからの帳票作成、実測作業省略により検査を効率化

・ＩＣＴ施工工種拡大に伴い策定した基準
マルチビームを用いた深浅測量マニュアル（海上地盤改良工：床掘工・置換工編）
3次元データを用いた港湾工事数量算出要領（海上地盤改良工：床掘工・置換工編）
3次元データを用いた出来形管理要領（海上地盤改良工：床掘工・置換工編）
3次元データを用いた出来形管理の監督・検査要領（海上地盤改良工：床掘工・置換工編）
ICT活用工事積算要領（海上地盤改良工：床掘工・置換工編）

３次元測量データから帳票自動作成によ
り書類作成を効率化
実測作業省略による検査効率化

OK

発注者

帳票自動作成

リアルタイムでの施工中
の出来形の可視化、３次
元出来形測量、施工履歴
の活用による効率化

3次元測量結
果と3次元設
計モデルから、
正確な施工
量（床掘土量、
置換砂量）を
算出

○施工中の可視化、３次元出来形測量、施工履
歴の活用による効率化

○ICT活用による検査の効率化

３次元測量により詳細な海底地
形を把握

３次元データによる検査ICTを用いた施工管理施工量算出測量

検査設計・
施工計画

施工測量
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【３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）（土工編） 策定 】
・ ICT土工での施工履歴を用いた出来形管理を可能とする提案
・施工履歴を用いた出来形管理要領（土工編）を策定する

■策定概要
ＩＣＴ建設機械の刃先データ等の施工履歴データを用い

た出来形管理を通常の土工事において、実施できるよう
に改訂する。

■策定の効果
・出来形計測時間短縮（ＩＣＴバックホウの施工履歴データをそのまま出来形管理に利用）
・面的な出来形確認による、施工の手戻りの防止

ＩＣＴバックホウの刃先等の施工履歴データを記録

産学官連携による基準作成の取り組み （Ｒ２年度）

施工履歴データを記録し
法面等の出来形管理に使用

盛土
法面整形

切土
法面整形

■技術概要
ICT建設機械で取得し記録した刃

先等の位置座標の施工履歴データ
を用いて、出来形のデータを作成し
出来形管理を行う技術

:施工履歴データ記録箇所

■構成機器（例）
・施工中の作業装置位置をリアルタイムに計測・記録
する機能を有するＩＣＴ建設機械
・ＴＳ等光波方式の計測機器（日常の出来形確認用）

設計面と施工後の仕上がり面
の高さの差を3次元的に確認

ICT建設機械で刃先等の施工
履歴データを取得し記録

日常の出来形確認
施工日毎に3点以上の割合で、出来形が面管

理の規格値を満足していることをTS等光波方式

で確認するとともに、結果を記録・提出する。計
測点は、当日の施工範囲内に偏り無く配置する。

施工履歴データを自動
で集計し、掘削完了後
（バケット最下端部の面
データを作成）

22

■改定概要
・斜面に正対した空中写真を撮影することにより、点群解析時の精度を向上させるよう改定。
（護岸工・法枠工における運用）

・護岸工での多点計測技術の適用技術追加による改定（現在はＴＳ、ＴＳノンプリ等の単点計測技術のみ）

■改定の効果
・法枠工等、高低差の大きい構造物の出来形計測の迅速化および直立面を有する構造物等の出来形の
計測精度向上
・多点計測技術による計測作業の効率化（護岸工）

（提案技術）
斜面に正対させた状態での撮影

産学官連携による基準作成の取り組み （Ｒ２年度）

【３次元計測技術を用いた出来形計測要領（案）（法面工編） 改定】
【３次元計測技術を用いた出来形計測要領（案）（護岸工編） 改定】

・ＵＡＶ写真測量についてカメラを計測対象の斜面に正対させた状態での斜め撮影を行う提案
・護岸工での多点計測技術（ＵＡＶ写真測量、レーザースキャナー等）の適用を提案

■技術概要
ＵＡＶに搭載したカメラを計測対象の斜面に正対させた

斜め撮影を行う場合、対地高度が所要の地上画素寸法
を超えないよう保つよう撮影が行える技術

■構成機器（例）
（法面工）
・無人航空機

（護岸工）
・無人航空機
・地上型レーザースキャナー
・地上移動体搭載型レーザースキャナー

・無人航空機搭載型レーザースキャナー

（従来技術）
地表面に対して直角に撮影

対
地
高
度

対
地
高
度
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https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/constplan/sosei_constplan_tk_000031.html
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ICT活用工事実施要領等の新設・改訂の詳細情報

要領の再編・スリム化
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要領の再編について

27

要領の再編について
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要領の再編について

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/constplan/sosei_constplan_tk_000031.html
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要領の再編について


